
2024年
　生活発表会 「キラキラりす組水族館に行ってみよう！」 No.1

２学期が始まってから壁面でどんなものを作りたいか聞いてみると、夏休みでの経験からかたくさんの意見が出ました。話し合いの
結果、水族館を作ることに決まると、みんなで作った水槽の中にクラゲやタコなどいろんな生き物を作っては水槽の中に連れてきて
くれました。海の生き物があふれる水槽を見てさらにイメージが膨らんだのか、「イルカショーをしたい！」とさらにアイディアを出
し合いながら、同じ目的に向かって役割分担をしたり、協力をしたりしながら取り組んできました。

９月

11月



　イルカ変身チームは、自分たちがイルカになりきってイルカの動き
を表現します。動画で見たイルカの動きを思い出しながら表現するこ
とを楽しんでいます。

No.2

イルカショーの合図を考えよう！
　イルカショーで使うペープサートや衣装が完成してから次はイル
カショーでのイルカの動きと飼育員さんの合図を考えました。イル
カの動きは、以前の会議で「ジャンプする！」「ボールにタッチす
る！」などの意見が出ていたので、今度は飼育員がどんな合図を出
しているかに注目して実際のイルカショーの動画をみんなで見てみ
ることにしました。

ジャンプ

→手をまっすぐ挙げる！

ボールにタッチ

→ボールが出てくる・

　手をまっすぐ挙げる！
どんな合図が

あるのかな？

→実際に見た

動画の画像です

動画では、イルカが回転しながらジャンプし
たり、声を出して鳴いたりする場面がありま
した。子どもたちから見ると飼育員さんの合
図がどれも同じように見えたようで、「自分た
ちで考えて作りたい！」という意見が出たの
で様々な手の動きをみんなで試しながら決め
ました。

回転する イルカの鳴き声

→人差し指を

クルクル回す！

→両方の人差し指を

指揮者みたいに

　　揺らして動かす！

イルカショーをやってみよう！
　完成したイルカの衣装とペープサートを使って実際にホールや保育
室でイルカショーをやってみました。

イルカ変身チーム

ペープサートチーム

　イルカを模したペープサートは２人１組で動かす
ので、息を合わせて動かすことが難しく、２人とも
が「自分の思い通りに動かせない」という思いを抱
え苦戦していました。保育者が動かす様子を見てみ
たり、友達と何度も繰り返し試したりする中で、「ゆ
っくり動かしてみよう！」「くねくね動かしたらいい
かも！」「せーので動かそう！」など、お互いに意見
を出し合いながらどうやったらイルカらしい動きを
表現できるかを考えながら取り組んでいました。

　自分だけが急に動かすとペアの子がうまく持てな
いことにも気づいた子どもたちは相手と息を合わせ
てゆっくりと動かしつつ、今では手の合図を見ると
何の動きをするか覚えてお互いに声を掛け合いなが
ら動かして表現することを楽しんでいます。

・速く泳ぐ→走ってスピードを出す
・イルカっぽくする→両手を前に突き出す
・ジャンプ→走りながら上にジャンプする

〈イルカの表現の工夫〉

水族館にはどんな生き物がいるかな？
　イルカショーを進めていく中で「水族館は、イ
ルカショーのほかにいろんな生き物が水槽の中に
いっぱいいるよ！」と子どもたちが教えてくれま
した。そこで生き物が何がいるか尋ねてみると
「くらげ、かに、たこ、サメ、チンアナゴ」など
様々な海の生き物が出てきました。知っている生
き物は、イメージして体で表現ができたのです
が、動きが分からない生き物は動画を見て真似し
てみました。

どんな動きを

しているかな？

発表会活動を通して
　恥ずかしがりで人前に立つことが苦手な子が多いりす組さん。今回
のイルカショーではお友達パワーを借りて２人ペアで動かしたり、協
力したりする場面も盛り込みました。ペアだからこそ息を合わせる難
しさはあったようですが、お互いに話をして、協力し合う姿が見られ
るようになりました。また、友達と一緒という安心感もあり、「誰かと
一緒だったらできた」、「一緒が楽しい」という経験に
も繋がっています。そのことで日頃の友達との関わり
が深くなったり、自然と助け合ったり姿が増えたよう
に感じます。

　「最後はみんなで肩を組んで終わりたい！」そんな
子どもたちの思いを受け、りす組さんらしくみんなで
肩を組んで歌い発表会を閉じます。笑顔が溢れるりす
組の子どもたちにご注目ください。


